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市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
、

株
式
市
場
の
変
動
な
ど
に
よ
る
世
界
経

済
の
減
速
、
汚
染
米
な
ど
の
食
の
安
全

性
へ
の
不
安
が
広
が
り
、
さ
ら
に
は
、

地
球
温
暖
化
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
、

各
地
で
の
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
生
活

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
心
、
安
全
な
生
活
の
た
め
の

行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
笛
吹
市
と
し
て
２

回
目
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
改
革
に
よ
り
定
数
を
６

名
削
減
し
、
24
名
の
議
員
定
数
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託

を
受
け
た
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
11
月

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
新
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
今
、
多
く
の
皆
さ
ま

が
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん

で
お
り
、
そ
の
期
待
と
責
任
を
強
く
感
じ
、

今
後
、
本
議
会
、
本
市
の
発
展
の
た
め

に
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
、
議
会
の
組
織
や
運
営

の
自
由
度
が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
が
、
住
民
の
方
々
が
期
待
す
る
議

会
の
あ
り
方
に
は
、
ま
だ
道
半
ば
の
感

が
い
た
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
生
活
向

上
の
た
め
、
中
立
的
立
場
か
ら
執
行
機

関
と
議
会
が
切
磋
琢
磨
し
、
住
民
と
共
に

地
域
経
営
を
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
の
課
題
に
対
し
て
議
会
の
は
っ
き

り
し
た
意
思
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

議
会
で
の
質
問
の
場
や
議
員
同
士
の
自

由
討
論
の
場
な
ど
を
通
じ
、
市
執
行
機

関
と
議
会
が
常
に
緊
張
感
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
地
域
発
展
の
知
恵
も
生
ま
れ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
住
民
と

歩
む
議
会
を
目
標
に
、
議
員
が
市
民
と

自
由
に
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
、

ひ
ら
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
は
、
第
一
次
笛
吹
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
た
め
、
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
観
光
の
振
興
を
図
り
、
「
桃
・

ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
」
笛
吹
市
の
一
層

の
発
展
の
た
め
、
農
業
生
産
量
の
増
加

や
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
都
市
整
備

施
策
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の

道
路
整
備
、
福
祉
施
策
と
し
て
、
子
育

て
支
援
や
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
笛
吹
市
の
財
産
で
あ
る
緑
豊

か
な
自
然
を
大
切
に
し
て
、
地
域
産
業

と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政
が
一
体

と
な
り
地
域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
笛
吹
市

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
自
ら

の
改
革
を
引
き
続
き
実
施
し
、
議
会
の

さ
ら
な
る
活
性
化
、
機
能
強
化
に
努
め
、

住
民
が
豊
か
で
幸
せ
が
実
感
で
き
る
都

市
を
目
指
し
て
最
善
の
努
力
を
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

笛
吹
市
長
と
し
て
引
き
続
き
市
政
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私

の
信
条
と
し
て
い
る
「
清
潔
・
公
平
・

公
正
に
徹
し
、
か
く
し
事
の
な
い
市
政
」

を
、
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
合
併
以
来
「
市
民
第
一
主
義
」
を
市

政
推
進
の
基
本
方
針
と
し
て
、
市
民
の

参
画
と
協
働
に
よ
る
「
快
適
で
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
職
員
の

意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
幾
多
の

事
業
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
経
済
新
聞
社

が
実
施
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
調
査
に
お

い
て
、
笛
吹
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

は
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
全
国
で
も
37

位
と
い
う
評
価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
「
ふ

え
ふ
き
協
奏
曲
第
１
番
」
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
柱
と
し
て
、
「
み

ん
な
で
奏
で
る
　
に
ぎ
わ
い�

や
す
ら
ぎ�

き
ら
め
き
　
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
将
来
像

に
掲
げ
、
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
と
行
政
が
共
に
目

標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
に
、

こ
の
計
画
が
揺
る
ぎ
な
い
牽
引
力
を
発

揮
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
調
和
の
と
れ

た
土
地
利
用
や
機
能
的
な
都
市
基
盤
の

整
備
、
豊
富
な
湯
量
が
魅
力
の
石
和
温
泉
・

春
日
居
温
泉
と
栽
培
面
積
・
生
産
量
と

も
に
日
本
一
を
誇
る
「
桃
・
ぶ
ど
う
」

を
は
じ
め
と
し
た
産
業
の
振
興
な
ど
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
「
に
ぎ
わ
い
」

の
あ
る
実
り
多
い
産
業
と
、
人
々
が
集

う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

自
然
環
境
と
生
活
環
境
の
調
和
の
と
れ

た
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
、
保
健
や
医
療
、

福
祉
が
連
携
し
、
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
「
や
す

ら
ぎ
」
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
ご

み
の
分
別
を
実
施
す
る
な
ど
、
ご
み
減

量
化
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
き
、
木

質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ
プ
化
や
た
い

肥
原
料
化
、
生
ご
み
の
利
活
用
を
行
う

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し

て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
、

さ
ら
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
、
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
文
化
の
活
性
化
な
ど
に

よ
り
、
「
き
ら
め
き
」
の
あ
る
個
性
輝
く

人
々
が
育
ち
、
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
策
定
し
た
新
し
い
学
校

教
育
の
指
針
で
あ
る
「
笛
吹
市
学
校
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
り
、
将
来
の
笛
吹

市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

が
生
ま
れ
、
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
、

き
め
細
や
か
な
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協

働
に
よ
り
、
「
安
心
安
全
で
、
心
豊
か
に

人
々
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
、
「
こ
こ
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

背景写真：新道峠（芦川町）から
　　　　　富士山を臨む



　
「
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
・
総
合
的
な
施
策
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
も
直
接
関
わ
る
重
要
な
計
画
で
す
。

　
市
で
は
協
議
を
重
ね
、
今
回
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
、
都
市
計
画
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
３
月
下
旬
に
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■美しい自然環境と歴史・文化を慈しみ継承するまち　　■心豊かな暮らしを大切にするまち

■交流とふれあいを高めるまち　　　　　　　　　　　　■地域の絆を深め学びささえあうまち

●土地利用の方針
豊かな自然と樹園地に囲まれたコンパクトなまち・郷の

形成と地域の特性に応じた計画的な土地利用の推進を図

ります。

●石和・春日居地域
将来像：豊かな水と緑に抱かれた心ふれあうまち

目　標：■豊かな緑、水、温泉を活かしたまちづくり

　　　　■地域の絆を育むまちづくり

　　　　■学び・ふれあいを高めるまちづくり

●交通まちづくり方針
系統的な幹線道路網の確立を図るとともに、駅等の交通

拠点の機能強化と公共交通機関の利便性の向上、安全・

快適な暮らしの道づくりを進めます。
●一宮・御坂地域
将来像：みどり豊かな山々と桃源郷の風景に囲まれながら

快適で心豊かに暮らせるまち

目　標：■地域の資源・自然を活かすまちづくり

　　　　■桃と桃源郷の風景を大切にするまちづくり

　　　　■元気、感動、生きがいのもてるまちづくり

　　　　■安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

●観光まちづくり方針
“湯果の郷づくり”をテーマに、まち・郷全体が個性と

魅力を発揮する観光まちづくりの推進を図ります。

●景観まちづくり方針
大地の構造を土台に、歴史と風土に育まれた桃源郷の美

しい風景守り、愛着と誇りのもてる景観まちづくりを進

めます。

●水と緑のまちづくり方針
郷土の美しい自然を大切に育み、果実と花と緑に包まれ

た彩りあるまち・郷づくりを進めます。

●環境に配慮したまちづくり方針
限りある資源を大切にする循環型社会の構築をめざし、

環境に配慮したまち・郷づくりを進めます。

●住まいと住環境づくり方針
心豊かな暮らしを大切にし、いつまでも住み続けられる

安心・快適な住まいと住環境づくりを進めます。

●人にやさしい福祉のまちづくり方針
高齢者や障害者など誰もが安心して暮らせる人にやさし

い福祉のまちづくりを進めます。

●防災まちづくり方針
水害や地震などの災害に強い、まち・郷づくりを進めます。

　
市
で
は
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

策
定
の
参
考
資
料
に
す
る
た
め
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
・
各
支
所
地
域
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間

　
１
月
13
日（
火
）〜
２
月
12
日（
木
）

■
意
見
募
集
期
間

　
１
月
14
日（
水
）〜
２
月
13
日（
金
）

■
意
見
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
記
入
用
紙
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を
明

記
し
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
用
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
で
公
表
し

ま
す
。

○
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

○
提
出
さ
れ
た
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
・
提
出
先

　
〒
4
0
6
│

0
0
3
1

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―
1

　
笛
吹
市
役
所
　
南
館

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

　
℻
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
5

　
Ｅ
メ
ー
ル

　p
-
m
a
c
h
i@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

○春日居地区

○石和南部地区

○石和中央地区

○一宮北西部地区

○御坂北西部地区

○一宮南部地区

○御坂南部地区

○八代北部地区

○境川北部地区

○八代南部地区

○境川南部地区

●八代・境川地域
将来像：自然がいっぱい!!� みんな元気!� 心豊かな暮らしを

大切に育むまち

目　標：■地域の交流が活発で、良いところを共有し合うまちづくり

■地域の個性、魅力を育み、活かし行動するまちづくり

■恵まれた環境を守り、子ども達が元気に育つまちづくり

■地域で助け合い、支え合うまちづくり

●芦川地域
将来像：あたたかさと安らぎある山里の交流を育むまち

目　標：■おいしい水と空気、美しい環境を守り育むまちづくり

■ふるさとの原風景を守り地域の知恵を子ども達

へ継承するまちづくり

■小さな“里”から豊かな気持ちを発信し交流す

るまちづくり

■みんな元気!�ともに助け合い結びあうまちづくり

「人を育て、縁を結びあう協働のまちづくり」
市民を主体に、NPOなどの民間組織・事業者・行政の協働により、

人を育て、知恵と熱意が結びあうまちづくりを進めます。



■申告書の作成には、国税庁ホームページの便利な「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください
画面案内に従って金額などを入力すれば、自動計算で申告書などを作成できます。また、作成した申告書
等は、プリントアウトして、税務署に提出できます。
■「確定申告書等作成コーナー」では電子申告(ｅ-Ｔａｘ)ができます
　ｅ-Ｔａｘを利用して申告すると次のようなメリットがあります。
　○最高５０００円の税額控除　　○添付書類の提出を省略　　○還付金を早めに受け取れる
※ただし、ｅ-Ｔａｘの利用には、開始届出書の提出、電子証明書の取得(要手数料)、ＩＣカードリーダラ
イタ購入などの事前準備が必要です。

　詳しくは次のホームページをご覧ください。
　　○国税庁ホームページ　　　http://www.nta.go.jp
　　○ｅ－Ｔａｘホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

　
確
定
申
告
は
、
正
し
く
申
告
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
期
限
を
守
っ
て
納
税
し

ま
し
ょ
う
。

所
得
税

　
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

※
還
付
申
告
の
方
は
、
１
月
５
日
か
ら

申
告
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

贈
与
税

　
２
月
２
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
１
月
５
日（
月
）〜
３
月
31
日（
火
）

※
土
・
日
祝
日
を
除
き
ま
す
が
、
申
告
書
は

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
便
ま
た
は
信
書
便
に
よ

る
送
付
、
税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受

箱
に
投
函
す
る
こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
２
月
22
日（
日
）、
３
月
１
日（
日
）

に
限
り
、
甲
府
税
務
署
で
電
話
相
談
の

み
お
受
け
し
ま
す
。

○
甲
府
税
務
署

☎
０
５
５（
２
３
３
）３
１
１
１

■
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に

　
確
定
申
告
期
間
中
、
申
告
書
作
成
会

場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
確
定
申
告

書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
作
成
し
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
を
手
書
き
で
作

成
さ
れ
る
場
合
は
、
枠
内
に
丁
寧
に
記

載
し
、
集
計
・
計
算
誤
り
が
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
申
告
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
や
地
方
消
費
税
の
納
税
に
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

　
新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
、
預
貯
金
先

の
金
融
機
関
ま
た
は
税
務
署
へ
「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　税務署から送られた申告書や収支内訳書のほか、前年申告した控、源泉徴収票、各種控除の証明書、

印かんなどを忘れずにお持ちください。

○年金を受給されている方への申告指導相談会

確定申告書の作成方法等の不明な点を税理士がお答えします。(事業・農業所得及び土地・建物・

株式などの譲渡所得のある方を除く)

２月４日(水)　スコレーセンター　午前９時～12時(受付は午前11時30分まで)

　　　　　　　　　　　　　　　��午後１時～４時(受付は午後３時30分まで)

○税理士会が行う年金・医療費還付申告指導

　２月12日（木）・13日（金）　甲府市総合市民会館１階多目的室

　　　　　　　　　　　　　午前10時～午後４時(受付は午後３時30分まで)

※相談の受付終了は、混雑状況により、早まることがあります。

※譲渡所得のある方や税理士に依頼している方は参加をご遠慮ください。

○税理士会による小規模納税者の方などのための無料申告相談

小規模納税者の所得税と消費税、年金受給者や給与所得者の所得税の申告の相談をお受けします。

(土地・建物・株式などの譲渡所得のある方を除く）

３月２日（月）･３日（火）　笛吹市役所本庁　午前10時～12時（受付は午前11時30分まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時～４時（受付は午後３時30分まで）

申告案内コールセンター開設　２月２日（月）～３月16日（月）（土、日祝日を除く）
　所得税、個人事業者の消費税、贈与税に関すること、相談会場の所在地や開設期間など確定申

告に関する相談にお答えします。山梨税務署に電話でお問い合わせいただいた場合は、自動音声

案内の後、相談内容に応じてオペレーター、税理士、国税職員が相談をお受けします。

■
平
成
20
年
分
の
主
な
改
正
点

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
特
例

　
平
成
20
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利

用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、

増
改
築
な
ど
を
し
、
居
住
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
左
の

表
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
の
特
別

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
医
療
費
控
除
の
対
象
範
囲
に
、
特
定
健
康

診
査
の
結
果
が
高
血
圧
症
な
ど
と
同
等

の
状
態
で
あ
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る

特
定
保
健
指
導
に
係
る
対
価
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

■
住
民
税
に
関
す
る
欄
の
記
入

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、
個

人
住
民
税
の
申
告
書
も
提
出
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
所
得
税

と
個
人
住
民
税
で
は
制
度
上
の
違
い
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
確

定
申
告
書
の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
欄
」

に
も
、
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
の
納
税
証
明
書
の
請
求

　
平
成
20
年
分
の
納
税
証
明
書
の
交
付
は
、

提
出
さ
れ
た
申
告
書
を
も
と
に
発
行
し

ま
す
。
早
急
に
必
要
な
方
は
、
申
告
書

提
出
時
に
、
納
税
証
明
書
の
交
付
希
望

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
提
出
後
に
納
税
証
明
書
の
交

付
を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
交
付
ま
で
に

相
当
な
期
間（
４
月
中
旬
交
付
見
込
み
）を

要
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ニ
セ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
税
理
士
資
格
の
な
い
者
が
、
税
理
士

業
務
を
行
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
告
書
の

作
成
は
、
必
ず
資
格
を
持
っ
て
い
る
税

理
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
４
１
１

①住宅借入金等特別控除

�1～�6年目
� 住宅ローン等の年末残高（最高2,000万円）×��1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝控除額（最高20万円）

�7～10年目
� 住宅ローン等の年末残高（最高2,000万円）×0.5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝控除額（最高10万円）

②住宅借入金等特別控除の特例

�1～10年目
� 住宅ローン等の年末残高（最高2,000万円）×0.6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝控除額（最高12万円）

�11～15年目
�住宅ローン等の年末残高（最高2,000万円）×0.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝控除額（最高8万円）

旧山梨
市役所

新山梨
市役所申告書

作成会場

税務署
加
納
岩

〒 コンビニ

万力大橋

笛
吹
川

山梨市駅至甲府

Ｎ

■期　間　２月2日（月）～�３月31日（火）
　　　　　（土、日曜、祝日を除く）
　　　　　◎期間中、税務署には申告書の作成会場はありません。
■時　間　午前�９�時�～�午後�５�時
■所在地　山梨市上神内川1348（JR山梨市駅から徒歩約10分）

■問合せ先　〒405－8585　山梨市上神内川７３８
　　　　　　山梨税務署　☎０５５３(２２)１４１１
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小学生の部文部科学大臣奨励賞を受賞した鈴木さん

　㈶自治総合センターが行う宝くじの受託事業収入を財

源としたコミュニティ助成事業の助成金を受け、石和町

山岸区のみこしが新調され

ました。

　こんなところにも宝くじ

は役立てられています。

山岸区の新しいみこし

　
11
月
23
日
、
境
川
総
合
会
館
で
笛
吹
市
小

学
生
・
中
学
生
俳
句
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
で
12
回
目
と
な
る
こ
の
俳
句
会
に
は
、

全
国
の
小
・
中
学
校
２
１
８
校
の
児
童
・
生

徒
１
万
６
４
９
６
人
か
ら
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
か
ら
、
99
句
の
入
賞
・
入
選
作

品
が
、
俳
句
結
社
「
白
露
」
主
宰
の
廣
瀬
直

人
氏
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
う
ち
２
０

３
７
句
が
、
作
品
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
。特
選
、秀
作
は
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
み
）

　文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

「
さ
む
が
り
の
み
の
む
し
木
か
ら
お
ち
ち

ゃ
っ
た
」

鈴
木
太
都（
埼
玉
県
西
武
学
園
文
理
小
１
年
）

�

山
梨
県
知
事
賞�

新
井
絵
理

（
埼
玉
県
加
須
市
立
三
俣
小
３
年
）�

山
梨
県
議
会
議
長
賞�

　
井
上
賢
人（
大
月
市
立
大
月
西
小
６
年
）

山
梨
県
教
育
委
員
長
賞�

根
本
　
渉

（
埼
玉
県
大
利
根
町
立
東
小
６
年
）�

山
梨
県
立
文
学
館
長
賞�

塩
屋
柊
子
（
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

立
土
川
小
６
年
）�

笛
吹
市
長
賞

　
椎
野
彩
菜（
境
川
小
５
年
）�

笛
吹
市
議
会
議
長
賞

五
十
嵐
か
ほ

（
富
山
県
射
水
市
立
下
村
小
１
年
）�

笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞

眞
田
健
雄

（
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
一
小
４
年
）�

特
選
　
村
上
ダ
ニ
エ
ル（
石
和
東
小
５
年
）

　
小
林
聖
子（
一
宮
南
小
６
年
）�

　
川
部
隼
平（
境
川
小
１
年
）�

秀
作
　
中
村
侑
真（
御
坂
西
小
４
年
）�

　
雨
宮
眞
広（
一
宮
西
小
２
年
）�

　
白
澤
勇
斗（
一
宮
北
小
１
年
）�

学
校
賞

　
埼
玉
県
西
武
学
園
文
理
小
学
校�

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　「
稜
線
に
積
乱
雲
が
立
ち
上
る
」

　
篠
原
美
雪（
韮
崎
市
立
韮
崎
西
中
３
年
）

山
梨
県
知
事
賞

　
椎
名
　
彩

　（
千
葉
県
千
葉
市
立
新
宿
中
１
年
）�

山
梨
県
議
会
議
長
賞�

渥
美
紗
良

（
東
京
都
文
京
区
立
第
六
中
２
年
）�

山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

長
岡
美
佳

（
東
京
都
八
王
子
市
立
陵
南
中
３
年
）�

山
梨
県
立
文
学
館
長
賞

　
望
月
翔
太（
身
延
町
立
身
延
中
１
年
）

笛
吹
市
長
賞

　
生
田
　
進

　（
愛
知
県
安
城
市
立
明
祥
中
３
年
）�

笛
吹
市
議
会
議
長
賞

　
内
田
有
香（
石
和
中
２
年
）�

笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞

　
石
原
千
穂（
南
ア
ル
プ
ス
市
甲
西
中
２
年
）

特
選�

　
萩
原
瑠
菜（
御
坂
中
３
年
）�

秀
作
　
雨
宮
菜
摘（
石
和
中
１
年
）�

　
土
橋
祥
子（
御
坂
中
２
年
）�

　
岩
間
雄
星（
一
宮
中
２
年
）�

　
三
枝
な
つ
み（
浅
川
中
１
年
）

学
校
賞

　
山
梨
県
身
延
町
立
身
延
中
学
校

スコレーセンター

いちのみや桃の里ふれあい文化館

スコレーセンター

境川総合会館

春日居あぐり情報ステーション

八代総合会館

御坂農村環境改善センター

会　　場

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午後７時30分～

時　　間

2月 6日（金）

2月 3日（火）

1月27日（火）

1月26日（月）

1月23日（金）

1月22日（木）

1月20日（火）

日　　程

石 和 地 域
（富士見・英地区以外）

一 宮 地 域

石 和 地 域
（富士見・英地区※）

境 川 地 域

春 日 居 地 域

八 代 地 域

御 坂 地 域

地　　域

○居住地域以外の会場への参加も可能です。

※富士見・英地区�…�唐柏、東高橋、今井、河内、小石和、向田、砂原、井戸、東油川、恵比寿、下平井、上平井、中川地区

■問合せ先　経営政策部　経営企画課　広聴広報担当　☎055（262）4111

　市では、地域振興に取り組む市民活動を支援する地域振興促進助成事業を行っています。この事業は、

市民団体の自発的、自主的な活動を支援し、それぞれの地域特性と創造性を生かしたまちづくりを進

めることができるよう支援するものです。

　平成21年度地域振興促進助成事業の第１次募集を行います。

■募集事業　　　平成21年４月１日から平成22年３月31日までに実施予定の事業

■申込受付期間　１月５日（月）～2月19日（木）　※採用事業は３月決定の予定です。

■書類配布場所　市民活動支援課または各支所

※内容・申請様式など詳細については、市ホームページの「市民協働バナー（見出し画像）」または「組

織ごとの業務の市民活動支援課」でご覧いただくか、お問い合わせください。

―�今後の募集予定�―

　○第２次募集　２月20日（金）～４月30日（木）　　○第３次募集　５月１日（金）～ 6月30日（火）

　○第４次募集　７月 1日（水）～８月31日（月）　　○第５次募集　９月１日（火）～10月30日（金）

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎05 5（2 6 2）4 1 1 1

　合併時から懸案となっています旧町村の料金体系を引き継いでいる上下水道料金の統一に向けた見直しの問題、

また、本年度中の策定を目指している「笛吹市都市計画マスタープラン（案）」（関連記事4・5ページ）を主題とし

て、市民の皆さんに説明し、意見交換をするために、市民ミーティングを開催します。

　参加自由ですので、ぜひあなたのご意見をお聞かせください。
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馬鳴菩薩

胎内くぐりの石

智の池から眺める甲府盆地

智の池

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
市
の
史
跡

で
あ
る
「
菩
提
山
長
谷
寺
（
ぼ
だ
い
さ
ん
ち

ょ
う
こ
く
じ
）
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
長
谷
寺
は
、
春
日
居
町
鎮
目
字
菩
提
地

内
に
あ
り
、
宗
派
は
真
言
宗
で
す
。
「
女

人
高
野（
に
ょ
に
ん
こ
う
や
）」
と
も
呼
ば
れ
、

女
性
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　
本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
（
か
ん
ぜ
お

ん
ぼ
さ
つ
）
で
、
そ
の
左
右
に
控
え
る
脇
持

（
き
ょ
う
じ
）
は
、
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天

で
す
。

　
寺
に
残
る
記
録
に
は
、
「
長
谷
寺
は
養
老

６
年
（
７
２
２
年
）
に
僧
行
基
（
ぎ
ょ
う
ぎ
）

に
よ
り
開
か
れ
、
平
安
時
代
後
期
に
は
千

坊
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
寺
関
係
の
建
物

が
建
ち
並
ん
で
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
か

ら
長
谷
寺
へ
と
登
る
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、

長
谷
寺
に
関
連
す
る
文
化
財
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
か
ら
農
道
を
登

る
と
梵
字
橋（
ぼ
ん
じ
ば
し
）が
あ
り
ま
す
。

こ
の
橋
は
「
無
常
の
橋
」
と
も
呼
ば
れ
る

石
橋
で
、
橋
の
側
面
と
裏
面
に
梵
字
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
俗
世
間
と
仏
の
世
界
と
の

架
け
橋
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
梵
字
橋
は
、

以
前
は
山
沢
川
に
架
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

河
川
改
修
工
事
の
た
め
に
川
の
脇
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
農
道
を
登

る
と
、
長
谷
寺
参
道
の
石
段
と
山
門
跡
が

あ
り
、
柱
を
支
え
た
礎
石
（
そ
せ
き
）
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
山
門
跡
の
上
に
は
、
本
尊
、

衣
服
を
恵
む
菩
薩
と
し
て
養
蚕
農
家
の
信

仰
を
集
め
る
馬
鳴
菩
薩（
め
み
ょ
う
ぼ
さ
つ
）

な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
本
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
堂
西
側
に
は
「
胎
内

く
ぐ
り
の
石
」
が
あ
り
ま
す
。
石

の
真
ん
中
に
は
直
径
37
・
７
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
い
穴
が
開
い
て

い
て
、
こ
の
穴
を
妊
婦
が
く
ぐ
り

抜
け
れ
ば
、
安
産
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
の
上
に
は
、

如
意
輪
（
に
ょ
い
り
ん
）
観
世
音
菩

薩
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
西
側
の
坂
道
を
登
る
と
、

智
恵
を
授
か
る
た
め
に
僧
が
修
行

を
し
た
「
智
の
池
」
が
あ
り
ま
す
。

池
の
中
央
に
は
二
段
の
水
盤
が
、

周
辺
に
は
水
神
な
ど
の
石
造
物
、
光
明
真

言
塔
（
こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん
と
う
）
が
あ

り
ま
す
。
光
明
真
言
塔
は
台
座
か
ら
の
高

さ
が
１
４
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
船
の
形

を
し
て
い
て
、
正
面
に
は
大
日
如
来
（
だ
い

に
ち
に
ょ
ら
い
）
を
意
味
す
る
梵
字
な
ど
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
池
周
辺
か
ら
は
御
坂
山
塊
（
さ
ん

か
い
）
や
甲
府
盆
地
が
よ
く
見
え
、
聞
こ
え

て
く
る
の
は
鳥
の
さ
え
ず
り
や
池
に
水
が

流
れ
込
む
音
だ
け
で
す
。
こ
の
場
所
は
、

修
行
の
場
と
し
て
造
ら
れ
た
時
の
様
子
を

現
在
に
ま
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
長
谷
寺
の
本
尊
は
、
秘
仏
（
ひ
ぶ
つ
）
の

た
め
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

毎
月
第
一
日
曜
日
午
前
10
時
か
ら
特
別
開

帳
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
山
道
を
登
り
、

長
谷
寺
で
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

みんなそろって

①わたしがわた し ら し く

②あなたがあな

① ゆ う き

② か が や

を

き

て す す む こ と だ け さ

ら

だし～

な が

た ら し く

な る た め に

①わたしがわた し ら し く

②あなたがあな た ら し く

な る た め な る

にめた①わたしがわた し ら し く

①あなたがあな た ら し く
な る た め

だ そ う だ かんが みようえてよ よ

に そ う

手をたたこ みんなそろって 手をたたこ

みんなそろって 手 を た た こ みんなそろって 手をたたこ

みんなそろって 手をたたこみんなそろって 手をたたこ

作詞、作曲
笛吹市男女共同参画
推進委員会、家庭部会

輝けチャチャチャ笛吹の未来

早く見に行きたくて

うずうず

しちゃうわね～

いよいよフォーラムを
開催するんだね

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111

　家庭部会では、誰もが気軽に男女共同参画の意識を持てるようにと、
「家庭の日」の設定に向けた語呂合わせや歌・体操の制作に取り組
んできました。
　語呂合わせは既に完成し、今回、歌「輝けチャチャチャ笛吹の未来」
と体操が完成しました。現在、家庭部会を中心に推進委員全員で練
習中です。歌も体操も大変覚えやすいので、早く皆さんに広めたい
と思っています。お楽しみに!

笛ちゃん 吹ちゃん
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教
職
員
退
職
者
で
構
成
す
る
笛
吹
市
教
育

会
で
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
趣
味
な
ど
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
文
化
活
動
に
取
り
組
む
会
員
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
２
月
７
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
８
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
展
示
内
容

　
書
道
・
写
真
・
絵
画
・
俳
句
・
陶
芸
な
ど

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
小
越
寿
々
務

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）３
５
５
２

　
新
年
は
１
月
２
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
日
か
ら
４
日
ま
で
は
、
書
き

初
め
、
福
引
、
も
ち
つ
き（
４
日
の
み
）な
ど
、

お
正
月
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　　
信
玄
堤
に
つ
い
て
の
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
山
梨
は
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
、

流
れ
の
速
い
川
が
多
い
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら

洪
水
の
絶
え
な
い
地
域
で
し
た
。
山
梨
の
歴

史
は
洪
水
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
先
人
達
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
積
み
重
ね
ら
れ
、
「
信
玄
堤
」
と
い
う
全

国
的
に
も
有
名
な
治
水
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
信
玄
堤
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な

絵
図
や
古
文
書
を
展
示
し
、
最
新
の
研
究
成

果
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

○
信
玄
堤
展
の
見
ど
こ
ろ
紹
介

１
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

学
芸
員
が
分
か
り
や
す
く
見
ど
こ
ろ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
通
常
の
休
館
日

　
毎
週
火
曜
日（
た
だ
し
１
月
６
日
は
開
館
）

○
年
末
年
始
休
館
日

12
月
26
日（
金)

〜
平
成
21
年
１
月
１
日（
木
）

■
観
覧
料

　
一
般
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生
　
２
１
０
円

　
小
中
学
生
　
　
　
１
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
持
参
の

方
、
土
曜
日
に
来
館
し
た
小
・
中
・
高
・

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
無
料

で
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

　
全
国
で
大
人
気
の
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
民
謡
、
マ
ー
チ
、
軽
音
楽
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
18
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
開
演
　
午
後
２
時

■
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目
　
篤
姫
、
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
、
エ
ル
・

ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料（
た
だ
し
要
整
理
券
）

※
１
月
７
日（
水
）か
ら
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
学
生
を
対

象
に
し
た
百
人
一
首
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
１
月
17
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
大
会
方
法

　
五
色
百
人
一
首
を
使
用
し
ま
す
。

○
１
〜
３
年
生

　
ブ
ル
ー
と
ピ
ン
ク
の
札
40
枚
で
５
回
戦

○
４
〜
６
年
生

グ
リ
ー
ン
と
オ
レ
ン
ジ
の
札
を
追
加
し
て
、

80
枚
で
３
回
戦

■
申
込
方
法

　
小
学
校
を
通
し
て
申
込
書
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
記
入
し
て
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
支
所
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
１
月
13
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

　
℻
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
０

　
え
さ
が
少
な
く
な
る
冬
場
に
な
る
と
、
庭

先
な
ど
で
え
さ
を
探
す
野
鳥
を
見
か
け
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
野
鳥
を
呼
ん
で
、
間
近

に
観
察
で
き
る
え
さ
台
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
１
月
18
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
定
員
　
10
人

■
参
加
費
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス
キ
ー
振
興

の
た
め
に
ス
キ
ー
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
で
ス
キ

ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
こ
の
ス
キ
ー
祭
り
は
、
山
梨
県
冬

季
体
育
祭
笛
吹
市
予
選
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ

ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
企
業
勤
務
者

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
日
時
　
２
月
28
日（
土
）

　
午
後
３
時
30
分
　
受
付
　

■
場
所
　
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場

　（
御
坂
町
上
黒
駒
５
３
２
１
―
１
）

■
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

■
定
員
　
１
０
０
人

■
参
加
費

○
大
人（
中
高
学
生
含
む
）　
１
０
０
０
円

　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

○
ナ
イ
タ
ー
リ
フ
ト
券
　
１
０
０
０
円

※
ナ
イ
タ
ー
リ
フ
ト
券
を
当
日
購
入
す
る
場

合
は
、
２
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

※
大
会
参
加
者
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。
（
貸
し
出
し
も
で
き
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

■
申
込
締
切
　
２
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
キ
ー
祭
り
の
前
に
、
ポ
ー
ル
練
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
誰
で
も
自
由

に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時

　
１
月
16
日（
金
）・
30
日（
金
）

　
２
月
６
日（
金
）

　
午
後
７
時
か
ら

■
場
所
　
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

　
ま
た
は
市
内
各
体
協
ス
キ
ー
部

・
笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局（
山
口
）

　
☎
０
９
０（
８
８
５
７
）１
４
４
６

　
昨
年
の
公
演
で
大
好
評
を
い
た
だ
い
た
ソ

ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団
の
演
奏
会
で
す
。

「
ソ
ノ
リ
テ
」
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
共
鳴
、

よ
く
響
く
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。

　
団
員
70
人
に
よ
る
大
迫
力
の
演
奏
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
２
月
１
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
２
時
15
分

　
開
演
　
午
後
３
時

■
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目
　�

○
古
典
序
曲（
Ｆ
・
ゴ
セ
ッ
ク
）

○
朝
鮮
民
謡
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
（
Ｊ
・

Ｂ
・
チ
ャ
ン
ス
）

○
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
「
木
星
」（
Ｇ
・
ホ
ル
ス

ト
）ほ
か

■
入
場
料
　
無
料（
た
だ
し
要
整
理
券
）

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

昨年の演奏会

音楽隊が奏でる音色をお楽しみください

百人一首に熱中する子どもたち
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高嶋ちさ子さん

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
高
嶋
ち
さ
子
さ
ん

が
、
「
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
と
共

に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

　
美
し
き
女
神
た
ち
が
奏
で
る
魅
惑
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
20
日（
金
）

　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
開
演
　
午
後
２
時

■
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目

○
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン（
サ
ラ
サ
ー
テ
）�

○
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲（
マ
ス
ネ
）

○
チ
ャ
ル
ダ
ー
シ
ュ（
モ
ン
テ
ィ
）

○
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ（
リ
ス
ト
）

○
タ
ン
ゴ
メ
ド
レ
ー
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
ほ
か�

■
入
場
料

　
前
売
り
２
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

１
月
16
日（
金
）か
ら
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
ま
す
。

※
当
日
券
は
２
５
０
０
円
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
市
の
臨
時
職
員
と
し
て
就
労
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要

で
す
。

■
登
録
で
き
る
方

①
登
録
時
現
在
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

②
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方

　（
文
字
入
力
、
文
書
作
成
程
度
）

③
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
一

定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

（
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
）�

■
待
遇
、
勤
務
条
件
な
ど

○
募
集
職
種
と
賃
金（
左
の
表
を
参
照
）

○
勤
務
時
間

原
則
と
し
て
、
土
、
日
や
休
日
（
祝
日
や
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
年
末
年
始
）

以
外
の
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で
。

※
一
部
の
職
種
や
別
に
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
く
。

○
諸
手
当
　
通
勤
手
当

○
休
暇
　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇

○
各
種
保
険

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保

険
の
加
入

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
基
づ
き
、

別
に
定
め
ま
す
。

※
給
与
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
20
日
に
口
座

振
替（
郵
便
局
を
除
く
）で
支
払
い
ま
す
。

■
任
用
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日(

水
）以
降

（
任
用
期
間
は
、
職
種
を
問
わ
ず
原
則
と

し
て
６
カ
月
以
内
で
す
。
職
種
に
よ
っ

て
は
継
続
任
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
の
採
用
希
望
者

は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
登
録
は
笛
吹
市
以
外
へ
の
就
職
や
進

学
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
方
法

次
の
書
類
を
総
務
課
人
事
給
与
担
当
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
笛
吹
市
臨
時
職
員
登
録
カ
ー
ド

様
式
は
総
務
課
人
事
給
与
担
当
で
受
け

取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

○
履
歴
書（
写
真
を
必
ず
添
付
）

○
健
康
診
断
書(

採
用
内
定
者
の
み
。
平
成

21
年
４
月
１
日
採
用
予
定
者
に
は
、
３

月
13
日
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
）

■
提
出
締
切
　
１
月
30
日（
金
）

■
任
用
手
続
き

臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合
に
は
、
登

録
者
の
中
か
ら
選
考
し
て
採
用
し
ま
す
。

※
募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
４
０
６
―
８
５
１
０

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

総
務
部
　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　　　募集職種� 日　額

一般事務� ６，４００円

一般事務（5時間/1日）� ４，０００円

教師・学芸員� ９，０００円

図書館司書� ６，８００円

保育士

栄養士

介護福祉士� ７，７００円

学童保育指導員および
補助員

手話通訳士（者）� 時給�970円

保健師� ９，０００円

専門交通指導員

文化財関係作業員�
６，２００円

徴収員(日額＋歩合)�

用務員

調理員� ６，５００円

生涯学習課嘱託職員
(コーディネーター）�

７，５００円

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
や
報
告
書
作
成
作
業
を
担
当
す
る
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
主
な
職
務
内
容

市
内
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

と
報
告
書
の
作
成

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格

学
芸
員
資
格
が
あ
り
、
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
を
指
揮
監
督
で
き
る
者
ま
た
は

発
掘
調
査
を
指
揮
し
た
経
験
年
数
が
３

年
以
上
の
者

■
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど

○
平
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

○
日
額
９
０
０
０
円

※
任
用
期
間
、
手
続
き
な
ど
は
、
14
ペ
ー
ジ

の
「
平
成
21
年
度
笛
吹
市
臨
時
職
員
の

登
録
に
つ
い
て
」
の
と
お
り
で
す
。

※
履
歴
書
に
は
、
発
掘
調
査
お
よ
び
報
告
書

作
成
に
携
わ
っ
た
遺
跡
名
、
執
筆
論
文

な
ど
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
市
で
は
、
手
話
通
訳
業
務
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
主
な
職
務
内
容

手
話
通
訳
業
務
、
聴
覚
障
害
者
か
ら
の

相
談
対
応
お
よ
び
障
害
福
祉
事
務
補
助

■
募
集
人
数
　
１
人

■
応
募
資
格

山
梨
県
認
定
（
登
録
）
手
話
通
訳
者
ま

た
は
手
話
通
訳
士
の
資
格
を
有
し
て
い

る
こ
と

■
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど

○
月
・
水
・
金
曜
日（
週
３
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
時
給
９
７
０
円

※
任
用
期
間
、
手
続
き
な
ど
は
、
14
ペ
ー
ジ

の
「
平
成
21
年
度
笛
吹
市
臨
時
職
員
の

登
録
に
つ
い
て
」
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
山
梨
園
芸
高
校
で
は
、
生
徒
の
興
味
や
関

心
に
応
じ
た
多
様
な
教
育
を
展
開
す
る
た
め

に
、
優
れ
た
知
識
や
技
能
を
有
す
る
方
に
教

育
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
「
す
い
れ
き

人
材
バ
ン
ク
」
制
度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
方
に
は
、

講
師
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
講
演
会
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
教
育
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
活
動
は
、
原
則
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

■
支
援
例

○
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
、
生
徒
と
一
緒

に
体
験
す
る
場
を
つ
く
る
。

○
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
が
そ
の
仕
事

に
つ
い
て
話
す
。

○
経
験
を
生
か
し
て
、
生
徒
の
進
路
選
び
を

手
助
け
す
る
。

○
講
師
の
職
場
で
、
生
徒
の
体
験
教
室
を
開

く
な
ど
。

■
登
録
方
法

同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
登
録
用
紙
に
記
入
し
て
、
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
っ
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
同
校
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
講
師
な
ど
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
直
接

連
絡
し
ま
す
。

○
登
録
内
容
は
、
同
校
か
ら
の
連
絡
や
人
材

バ
ン
ク
登
録
事
業
以
外
に
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。

○
登
録
解
除
は
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
、
直
ち
に
行
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
〒
４
０
６
―
０
０
２
６

笛
吹
市
石
和
町
中
川
１
４
０
０

山
梨
園
芸
高
校
す
い
れ
き
人
材
バ
ン
ク

係（
担
当
　
米
山
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
５

℻
０
５
５（
２
６
２
）８
２
０
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
n
g
e
i.k
a
i.e
d
.jp

　
Ｅ
メ
ー
ル

　jin
za
i@
e
n
g
e
i.k
a
i.e
d
.jp

　
話
し
か
け
た
い
け
ど
、
ど
う
話
し
か
け
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
思
春
期
の
子
ど
も
、

最
近
元
気
の
無
い
職
場
の
同
僚
、
お
隣
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど
。
そ
ん
な
気
に
な
る
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
的
に
学
ぶ

講
座
で
す
。

■
日
時

　
２
月
21
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

和
室

■
内
容
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
（
相
手
が
も
っ

と
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
話
の
聞
き
方
）

な
ど

■
講
師
石
川
一
仁
氏
（
峡
東
保
健
所
相
談
員
、
精

神
保
健
福
祉
士
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
30
人

■
申
込
締
切
　
２
月
７
日（
土
）

■
主
催
　
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

ピ
ア
ピ
ア

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

※
こ
の
事
業
は
、
笛
吹
市
地
域
振
興
促
進
助

成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
「
笛
吹
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」
に
基
づ
き
、
「
農
と
食
と
微
生
物
を

活
か
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
る
「
土
づ
く
り
学
習
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の

方
や
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
学
習
会
は
、
参
加
申
込
を
い
た
だ

い
て
か
ら
実
施
す
る
た
め
、
日
程
な
ど

は
後
日
調
整
し
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
市
の
実
証
実
験
で
製
造
し

て
い
る
微
生
物
活
性
液
と
生
ゴ
ミ
た
い

肥
を
、
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
月
・

木
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）に
無
償
提
供
し

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
産
業
観
光
部

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
こ
の
研
修
で
は
、
農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
理
論
と
そ
の
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
対
象
者
　
農
業
者

■
日
時
　
１
月
21
日（
水
）・
28
日（
水
）、２
月

４
日（
水
）（
全
３
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内�

農

業
展
示
館（
甲
斐
市
下
今
井
１
１
０
０
）

■
定
員
　
30
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

氏
名
、
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
１
月
７
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

専
門
学
校
　
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

研
修
課

☎
０
５
５
１（
３
２
）２
２
６
９

℻
０
５
５
１（
３
２
）２
０
３
４

　「
憲
法
の
理
解
を
広
め
る
会�

笛
吹
ユ
ニ
ッ

ト
」
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
出
来

事
を
憲
法
の
視
点
か
ら
考
え
る
会
を
、
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。
「
憲
法
」
と
聞
く
と
堅

苦
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
憲
法
へ
の
理
解
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時

　
毎
月
第
３
金
曜
日
（
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は

そ
の
前
日
）午
後
７
時
か
ら

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
問
合
せ
先

　
山
梨
学
院
大
学
　
山
内
研
究
室

　
☎
０
５
５（
２
２
４
）１
２
９
５

※
こ
の
事
業
は
、
笛
吹
市
地
域
振
興
促
進
助

成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
基
本
操
作
か
ら
文
書
作
成（
ワ
ー
ド
）、
表

計
算（
エ
ク
セ
ル
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

習
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、会
計
事
務
コ
ー
ス
も
開
講
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
で
雇
用
・

就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
　
２
月
３
日（
火
）〜
17
日（
火
）

　（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
10
日
間
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
リ
コ
ー
販
売
㈱
　
山
梨
支
社

　
甲
府
事
業
所（
甲
府
市
幸
町
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
１
月
16
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
㈳
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所
で
は
、

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
企
業
に
お
け
る
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
女
性
の
積
極
的
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
相
談
も

行
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
20
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

■
場
所
　
甲
府
商
工
会
議
所

■
講
師
　
地
方
職
業
指
導
官
　
櫻
原
　
健
氏

　（
山
梨
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
）

■
参
加
費
　
無
料

※
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
３
６
）５
２
７
１

　
市
で
は
、
「
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ
く
り
の
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
各
地
区
・
各
団
体
の
皆
さ
ん
に

よ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
月
14
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時

　
開
演
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

○
講
演

「
健
康
づ
く
り
と
組
織
活
動
」

〜
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
講
座
の
成
果
〜

山
縣
然
太
朗
氏
（
山
梨
大
学
医
学
部
社
会

医
学
講
座
教
授
）

○
市
民
の
体
験
お
よ
び
活
動
発
表

・
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
講
座
受
講
者

・
笛
吹
市
愛
育
連
合
会
活
動
発
表

・
笛
吹
市
食
生
活
改
善
推
進
員
活
動
発
表

・
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
活
動
発
表
と
実
技

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
涯
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
」

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
健
康
企
画
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
県
で
は
、
平
成
21
年
４
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方

○
山
梨
県
内
に
在
住
す
る
方

○
平
成
21
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校
（
特

別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養

育
者
を
含
む
）で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支

援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
里

親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
き
ま
す
。

○
平
成
20
年
度（
平
成
19
年
分
）の
所
得
税
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

■
支
給
額
　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
提
出
書
類

○
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金

支
給
申
請
書

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

写
し
な
ど
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類

■
申
請
用
紙
配
布
場
所
・
提
出
先

○
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

○
市
児
童
課
ま
た
は
各
支
所

■
受
付
締
切
　
１
月
30
日（
金
）

※
１
月
１
日
以
降
に
要
件
を
満
た
し
た
場
合

や
１
月
30
日
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
　
　

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
０

・
市
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に
、
入
学
祝
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

○
平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

○
平
成
21
年
４
月
に
県
内
の
小
学
校
（
特
別

支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
学
す
る
児
童
を

育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者

を
含
む
）で
あ
る
こ
と

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

※
所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額
　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
受
付
期
間

　
２
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）

■
提
出
書
類

　
ひ
と
り
親
家
庭
入
学
祝
金
申
請
書

■
申
請
用
紙
配
布
場
所

　
市
児
童
課
ま
た
は
各
支
所

■
問
合
せ
先

市
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
こ
の
教
室
で
は
、
笛
吹
中
央
病
院
の
リ
ハ

ビ
リ
の
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
簡
単
な

体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
障
害
者

■
日
時
　
1
月
30
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
こ
の
教
室
で
は
、
も
ち
つ
き
や
お
雑
煮
作

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
調
理
が
苦
手
な
方
も

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
障
害
者

■
日
時

　
１
月
７
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館

■
参
加
費
　
3
0
0
円

■
定
員
　
30
人

■
申
込
締
切
　
１
月
５
日（
月)

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
障
害
者
が
演
奏
に
参
加
す
る
「
ど
ん
ど
こ

太
鼓
」
が
、
笛
吹
市
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に

出
演
し
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
１
月
24
日（
土
）午
後
４
時
〜
４
時
30
分

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
の
大
切
な

財
源
で
す
。
納
入
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
省
け
る
便
利
な
口

座
振
替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
は
、
銀
行
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の

銀
行
ま
た
は
市
国
民
健
康
保
険
課
・
各
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
３
月
２
日（
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
）か

ら
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１

月
中
に
金
融
機
関
で
口
座
振
替
利
用
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
を
対
象
に
、
心
身
の
元
気
回
復
を
図

る
た
め
家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
桃
の
花
見
会
場
な
ど
を
訪

れ
ま
す
。

■
対
象
現
在
、
介
護
認
定
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

な
ど
を
在
宅
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、

市
内
在
住
の
方

■
日
時
　
２
月
20
日（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
集
合
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
区
の

集
合
場
所

■
定
員
　
25
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
締
切
　
１
月
30
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
支
援
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
れ
は
、
ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
続
い
て
、

注
目
を
集
め
て
い
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
ゆ

っ
く
り
と
し
た
動
き
の
全
身
運
動
で
す
。

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ

シ
ス
で
心
と
体
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
お
母
さ
ん

20
人

■
日
時

　
１
月
６
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
託
児
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち
の
み
や�

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）１
３
４
５
　

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん

で
き
ま
す
よ
。（
３
回
コ
ー
ス
）

■
対
象
生
後
２
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
10
組

■
日
時
１
月
８
日（
木
）・
15
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
４
４
８
）

■
内
容
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
心

理
学
も
学
び
ま
す
。

■
講
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

■
参
加
費

３
０
０
０
円
（
音
楽
C
D
・
オ
イ
ル
１
本

付
き
）

※
都
合
で
３
回
す
べ
て
出
席
で
き
な
く
て
も
、

欠
席
分
の
振
り
替
え
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り

品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

　
私
立
わ
か
ば
保
育
園
で
は
、
園
庭
開
放
日

に
合
わ
せ
、
わ
ら
べ
う
た
の
講
師
を
招
い
て

集
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
在
宅
で
子
育
て
中
の
３
歳
以
下
の
親
子

15
組

■
日
時
　
１
月
31
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
場
所
　
わ
か
ば
保
育
園
保
育
室

　（
石
和
町
市
部
６
９
３
―
５
）

■
内
容

　
わ
ら
べ
う
た
、
手
ぶ
く
ろ
人
形
、
絵
本

■
講
師
　
武
井
美
津
江
氏

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、
飲
み
物

※
申
込
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
わ
か
ば
保
育
園（
担
当
　
小
林
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
７
３
７

　市では、育児支援を行うため、地域子育て支援センターを八代地区に開設し、子育て親子の交流や育
児などの相談・指導、育児情報の提供などを行います。
※この事業は、市内において子育て支援の活動実績がある団体に委託して実施されます。

■対　象　者　市内に居住する未就学児童と保護者
■開設日時　火～土曜日（祝日・年末年始は休み）　午前９時～午後５時　
　※ただし、１月20日から３月31日までは火・木・土曜日(祝日は休み)
■開設場所　八代総合会館内
■利用方法　開館時間中であれば自由に利用できます。予約は必要ありません。
■利　用　料　無料(ただし、イベントなどで材料費などがかかる場合は実費徴収）

■問合せ先　保健福祉部　児童課　児童家庭担当　☎０５５(２６１)１９０４

　
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
は
い
つ
か
ら
始
ま

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
お
な
か
の
中
に
新
し
い
命
が
宿
っ
た
日
か

ら
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
が
始
ま
り
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
お
な
か
を
な
で
た
り
声
を
か

け
た
り
。
赤
ち
ゃ
ん
に
出
会
え
る
日
を
楽
し

み
に
待
ち
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
普
段
の

お
世
話
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
が

で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
抱
っ
こ
が
大
好
き

で
す
。
体
全
体
で
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の

あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
安
心

す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　■
授
乳
の
時

　
赤
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
抱

っ
こ
し
て
、
お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
を
与

え
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん

の
顔
を
見
つ
め
て
き
た
ら
、
見
つ
め
返

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
は

お
な
か
も
気
持
ち
も
満
足
し
ま
す
。

■
着
替
え
や
オ
ム
ツ
替
え
の
時

　
赤
ち
ゃ
ん
に
声
か
け
を
し
な
が
ら
、

着
替
え
や
オ
ム
ツ
替
え
を
し
ま
す
。
特

別
な
言
葉
で
な
く
て
も
、
「
お
む
つ
を
替

え
よ
う
ね
」、「
気
持
ち
い
い
ね
」
な
ど
、

今
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
か
け
ま

し
ょ
う
。
生
後
２
、
３
カ
月
頃
に
な
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
は
表
情
や
声
で
反
応
を
返
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
泣
い
て
い
る
時

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
く
と
、「
オ
ム
ツ
か
な
、

お
な
か
が
減
っ
た
の
か
な
」
な
ど
、
お

母
さ
ん
は
心
配
に
な
る
で
し
ょ
う
。
抱

っ
こ
の
お
ね
だ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

泣
く
こ
と
は
赤
ち
ゃ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
な
が
ら

泣
い
て
い
る
原
因
を
探
り
、
抱
っ
こ
し

て
安
心
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

■
普
段
の
生
活
の
中
で

　
赤
ち
ゃ
ん
の
手
を
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
手
で
包
ん
だ
り
、
ほ
お
と
ほ
お
を

く
っ
つ
け
た
り
。
お
風
呂
に
入
る
前
な

ど
は
、
手
の
平
で
赤
ち
ゃ
ん
の
全
身
に

優
し
く
触
れ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
赤

ち
ゃ
ん
も
気
持
ち
よ
く
ご
機
嫌
に
な
り

ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の

子
が
い
ま
す
が
、
お
と
な
し
く
手
の
か
か

ら
な
い
子
は
、
つ
い
抱
っ
こ
も
声
か
け
も

少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
意
識
的
に
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
し
て
、
見
つ
め
あ
い
、
語
り
か

け
な
が
ら
、
あ
た
た
か
い
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
に
何
を
話
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
難
し

く
考
え
ず
に
、「
お
は
よ
う
」「
今
日
は
寒
い

ね
」
「
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
か
な
」
な

ど
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
し
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
口
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
普
段

の
暮
ら
し
の
中
で
自
然
に
話
し
か
け
れ
ば
大

丈
夫
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を
卒
業
し
て
も
、
子
ど
も

と
の
ふ
れ
あ
い
は
と
て
も
大
切
で
す
。
「
い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」、「
お
か
え
り
」、「
頑
張

っ
た
ね
」
、
「
大
好
き
だ
よ
」
な
ど
、
毎
日
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
子
ど
も
に
声
を
か
け
、

抱
き
し
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
な
ど
身
近
な
大
人
の

ぬ
く
も
り
と
優
し
さ
は
、
子
ど
も
に
た
く
さ

ん
の
力
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
母
子
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

かすがいふれあい農園

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
の
「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
基
づ

き
、
毎
年
調
製
さ
れ
ま
す
。

　
有
権
者
が
い
る
世
帯
に
は
、
農
業
委
員
会

か
ら
「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

期
限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
は
、
申
請
主

義
で
す
の
で
、
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
書
が
届
か
な
い
該
当
世
帯
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
有
権
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
次
の
①

ま
た
は
②
に
該
当
す
る
満
20
歳
以
上
（
平

成
21
年
３
月
31
日
現
在
）の
方

①
所
有
権
、
賃
借
権
な
ど
適
法
な
権
限
に
基

づ
き
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作

業
務
を
営
む
方

②
①
に
該
当
す
る
方
と
同
居
し
て
い
る
親
族

や
配
偶
者
で
、
年
間
約
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
方

■
返
信
期
限
　
１
月
９
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
で
は
、
御
坂
、
八
代
、
春
日
居
の
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」
と
「
石
和
ミ
ニ
農
園
」
の
入

園
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

○
各
ふ
れ
あ
い
農
園

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
家
以
外
の
方

○
石
和
ミ
ニ
農
園

　
ど
な
た
で
も
入
園
で
き
ま
す
。�

■
貸
付
期
間

１
年
間
（
た
だ
し
、
入
園
時
期
に
よ
り
期

間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
料
金

　
１
区
画
２
０
０
０
円
〜
５
０
０
０
円

　（
年
間
）

■
選
考
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
の
中
か
ら
申

し
込
み
先
着
順
に
決
定
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
２
年
次
以
降
は
更
新
者
優
先
）

※
入
園
者
に
は
、
分
担
し
て
園
内
の
除
草
、

清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
禁
止
事
項

①
建
物
ま
た
は
工
作
物
の
設
置

②
営
利
を
目
的
と
す
る
作
物
栽
培

③
貸
付
農
園
の
転
貸

④
不
燃
物
な
ど
の
投
棄
ま
た
は
埋
設

⑤
永
年
作
物
の
作
付
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

　
市
御
坂
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
２
７
１

○
や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

　
市
八
代
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

○
か
す
が
い
ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

　
市
春
日
居
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
１
１
１

○
石
和
ミ
ニ
農
園

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当�

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票

の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年10月生まれ

平成20年1月生まれ

平成10年1月生まれ

現在見合わせています

家屋について申告をお願いします

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
滅
失
し
た
時
に
は
、

「
家
屋
新
築
・
増
築
・
滅
失
申
告
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
に
基
づ
き
、

新
・
増
築
の
家
屋
評
価
や
滅
失
家
屋
の
現
地

確
認
を
行
い
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
へ
の
登

録
と
削
除
を
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、「
賦
課
期
日（
１
月

１
日
）
に
家
屋
が
存
在
す
る
の
に
、
評
価
証

明
が
発
行
で
き
な
い
」、「
家
屋
が
存
在
し
な

い
の
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と

が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
プ
レ
ハ
ブ
の
車
庫
、
物
置
な
ど
も

課
税
対
象
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
滅
失
す
る
家
屋
が
登
記
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
既
に
提
出
済
み
の
場
合
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
１

月
１
日
ま
で
に
新
築
・
増
築
・
滅
失
し

た
家
屋

■
提
出
書
類

家
屋
新
築
・
増
築
・
滅
失
申
告
書

※
用
紙
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

で
受
け
取
れ
ま
す
。

■
提
出
期
限
　
平
成
21
年
１
月
30
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
住
宅
用
地
に
は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
土
地
所
有
者
は
、
特
例
措

置
に
関
連
す
る
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利

用
状
況
な
ど
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
に
引
き
続
き
利
用
状
況
に

変
更
が
な
い
場
合
は
、
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

課
税
明
細
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
申
告
が
必
要
な
土
地

○
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地

・
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共
同
住

宅
等)

を
新
築
・
増
築
し
、
そ
の
敷
地
が

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
（
家
屋

評
価
に
伺
っ
た
際
に
申
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）

・
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
、

そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
は
な
く
な
っ

た
場
合

・
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
ま
た

は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新
た
に

住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

・
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築
ま
た

は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用

地
で
は
な
く
な
っ
た
場
合

○
住
宅
建
替
え
中
の
土
地

　
旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年
の

１
月
１
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ
る
新

住
宅
を
建
て
替
え
中
で
あ
る
土
地
は
、

住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

○
災
害
に
あ
っ
た
住
宅
用
地

　
災
害
で
住
宅
が
滅
失
ま
た
は
損
壊
し

た
土
地
は
、
住
宅
が
再
建
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば

２
年
間
は
住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

■
提
出
書
類

住
宅
用
地
申
告
書

※
用
紙
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
受
け

取
れ
ま
す
。

■
申
告
期
限
　
平
成
21
年
１
月
30
日（
金
）

■
申
告
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

※
住
宅
用
地
と
は
…

　
人
が
居
住
に
使
用
し
て
い
る
家
屋
の

敷
地
の
こ
と
で
あ
り
、
住
宅
を
維
持
ま

た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
を
い
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
賦
課
期
日（
１
月
１
日
）に
お

い
て
住
宅
の
新
築
が
予
定
さ
れ
て
い
る

土
地
や
建
設
中
の
土
地
は
、
原
則
と
し

て
住
宅
用
地
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
は
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん

○
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
ま
す

○
手
続
き
は
一
度
だ
け
で
手
数
料
は
か
か
り

ま
せ
ん

○
前
納
・
早
割
を
利
用
す
る
と
割
引
に
な
り

ま
す

引
き
落
と
し
方
法
は
４
種
類

①
１
年
度
の
前
納
（
平
成
21
年
４
月
〜
翌
年

３
月
分
）

②
６
カ
月
の
前
納
（
平
成
21
年
４
月
〜
９
月

分
、
10
月
〜
翌
年
３
月
分
）

③
毎
月
納
付（
早
割
）

※
納
付
期
限
よ
り
も
１
カ
月
早
く
口
座
振
替

④
毎
月
納
付（
割
引
な
し
）

■
口
座
振
替
で
の
前
納
申
込
は
お
早
め
に

　
口
座
振
替
に
よ
る
平
成
21
年
度
１
年

前
納
や
６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
）を

ご
希
望
の
方
は
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
　
平
成
21
年
２
月
末
日

○
申
込
用
紙
配
布
場
所

社
会
保
険
事
務
所
・
市
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
各
支
所

○
持
ち
物

・
年
金
手
帳
や
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の

・
金
融
機
関
届
出
印

※
既
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
引
き
落
と
し
方
法
を
変
更
す
る

場
合
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
一
部
納
付（
半
額
免
除
な
ど
）の
方
の
口
座

振
替
は
、
毎
月
納
付
（
割
引
な
し)

と
な
り

ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
前
納
で
き
ま
す

　
平
成
21
年
度
１
年
前
納
と
６
カ
月
前

納（
４
月
〜
９
月
分
）に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
申
込
締
切
　
平
成
21
年
２
月
末
日

○
申
込
用
紙
配
布
場
所

社
会
保
険
事
務
所
・
市
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
各
支
所

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
口
座
振

替
に
よ
る
毎
月
納
付（
早
割
）は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
の
割
引

額
は
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
い
た

場
合
と
同
じ
割
引
額
に
な
り
ま
す
。

※
一
部
納
付（
半
額
免
除
な
ど
）の
方
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

・
市
役
所
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じま
す。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

事前にご予約を
できるだけ事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・各支所
で受け付けます。

■相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談����������
　心配ごと（福祉関係）相談�…………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�……�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。�����������

スコレーパリオ
２階　会議室

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

芦川町ふれあいプラザ

　
多
重
債
務
に
つ
い
て
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
返
済
額
が
高
く
て
生
活
が
苦
し
い
」、「
借

金
返
済
が
困
難
」、「
借
金
の
取
り
立
て
が
厳

し
い
」
と
い
う
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方

■
日
時
・
場
所

○
１
月
15
日（
木
）・
２
月
18
日（
水
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
　

　
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

○
３
月
11
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

■
相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

■
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
　
義
久
氏

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
混
雑
す
る
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
１
月
９
日（
金
）・
25
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

※
当
日
、
結
婚
相
談
者
の
登
録
を
行
う
場
合

は
、
印
か
ん
・
Ｌ
版
の
顔
写
真
（
本
人
が

一
人
で
写
っ
て
い
る
も
の
）が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
山
梨
県

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
窓

口
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
本
人
や
そ
の
家
族

の
引
き
こ
も
り
、
自
立
、
就
労
、
職
場
な
ど

に
関
す
る
悩
み
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

■
対
象
者

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
就
労

に
悩
む
本
人
と
そ
の
家
族

■
相
談
日
時

　
火
〜
土
曜
日
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
原
則
と
し
て
）　

■
開
設
場
所

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

リ
バ
ー
ス
和
戸
館
１
階

■
利
用
料
　
無
料

※
な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
５
５（
２
３
０
）２
２
３
９

　屋外の水道、メーターまわりの防寒対策は、もうお済みですか。
　冷え込みが厳しい時は、「ヒーター線の使用」、「不凍栓による水抜き」などが水道管の
破損や凍結防止に効果的です。
　なお、年末年始の水道管破損などの修理は、水道工事指定店にご連絡ください。

平成20年� （株）佐野緑化土木� （有）松山興業� （有）椚設備
１２月２７日（土）� 0553(47)2453� 055(262)5621� 055(265)3707

１２月２８日（日）
� （有）タナカ設備� （有）宮下設備� （有）桃李

� 055(262)4873� 055(262)7097� 0553(47)5158

１２月２９日（月）
� （有）浅川住宅設備� 石原設備� （有）中村設備

� 055(262)8924� 055(265)2393� 055(262)5349

１２月３０日（火）
� （有）佐野工業所� （有）石倉興業� 古屋設備

� 055(262)2523� 055(265)3764� 055(263)3854

１２月３１日（水）
� （有）ツチヤ設備� 協和住建（株）� （有）松山興業

� 055(261)6106� 055(262)2393� 055(262)5621
平成21年� （有）タナカ設備� （有）桃李� 古屋設備
　１月　１日（木）� 055(262)4873� 0553(47)5158� 055(263)3854
　
１月　２日（金）

� （有）宮下設備� 石原設備� （株）佐野緑化土木
� 055(262)7097� 055(265)2393� 0553(47)2453
　
１月　３日（土）

� （有）浅川住宅設備� （有）石倉興業� 協和住建（株）
� 055(262)8924� 055(265)3764� 055(262)2393
　
１月　４日（日）

� （有）佐野工業所� （有）ツチヤ設備� （有）中村設備
� 055(262)2523� 055(261)6106� 055(262)5349

当番日 会社名・電話番号

■問合せ先　公営企業部　水道課　工務担当　☎０５５(２６１)３３４６

�1月28日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�2月25日（水）� 民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

�3月25日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�2月19日（木）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

�1月21日（水）� 弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�3月18日（水）� 司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

�2月12日（木）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員� ����

�1月 8日（木）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員� ����

�3月12日（木）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員� ����

�1月15日（木）� 弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�3月 5日（木）� 司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

�2月 5日（木）� 民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

日
　
　
　
程

相　談　員

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　　所 日　　時

・笛吹市社会福祉協議会� ・同　石和支所� ・同　御坂支所� ・同　一宮支所
　☎05 5 ( 2 6 5 ) 5 1 8 2� 　☎０５５(２６２)１２６７� 　☎０５５(２６３)０８４８� 　☎０５５３(４７)２２８８
� ・同　八代支所� ・同　境川支所� ・同　春日居支所
� 　☎０５５(２６５)２２４０� 　☎０５５(２６６)５９１１� 　☎０５５３(２６)３６６７
� ・同　芦川支所
� 　☎０５５(２９８)２１７０

■申込・問合せ先
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コ
ル
モ
ラ
ン
　
石
和
店
様（
石
和
町
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

　市役所本庁で開設している日曜窓口は、新年は１月４日から開始しますのでご利用ください。

■開設時間　午前８時30分～12時　午後１時～５時30分　　■開設場所　市役所本庁舎

■取扱業務　戸籍住民課　○住民票写し、印鑑登録証明書、戸籍の謄本・抄本の写し交付

　　　　　　　　　　　　○埋葬・火葬、斎場使用の許可

　　　　　　　　　　　　○出生・婚姻・離婚・死亡などの戸籍の届出受付

　　　　　　税務課　　　○原動付自転車および小型特殊自動車ナンバー交付・廃車手続

　　　　　　　　　　　　○所得証明書・所得課税証明書・非課税証明書・扶養証明書の交付

　　　　　　収税課　　　○納税証明書の交付　　○市税・国保税の収納

　　　　　　その他　　　○水道料金・下水道料金・住宅使用料・保育料・学童保育料の収納

■問合せ先　笛吹市役所本庁　☎�05 5（2 6 2）4 1 1 1

　
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
売
上
高

の
現
象
な
ど
で
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
中

小
企
業
者
を
金
融
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、

経
済
変
動
対
策
融
資
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
融
資
対
象

　
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年
以
上

事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
で
、

次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。

原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
対
策
関
係

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
原
材
料
価
格
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
最
近

３
カ
月
の
売
上
高
に
占
め
る
「
売
上
原
価
」

ま
た
は
「
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
」

の
割
合
が
前
年
同
期
に
比
べ
増
加

②
最
近
３
カ
月
の
売
上
高
ま
た
は
受
注
量
が

前
年
同
期
と
比
べ
て
５
％
以
上
減
少

不
況
業
種
対
策
関
係

国
が
指
定
す
る
特
定
不
況
業
種
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
石
油
製
品
が
売
上
原
価
の
20
％
以
上
を
占

め
、
そ
の
価
格
が
20
％
以
上
上
昇
し
た

こ
と
に
よ
り
、
最
近
３
カ
月
の
売
上
高

に
占
め
る
仕
入
価
格
の
割
合
が
前
年
同

期
に
比
べ
増
加

②
最
近
３
カ
月
の
売
上
高
ま
た
は
受
注
量
が

前
年
同
期
と
比
べ
て
３
％
以
上
減
少

③
最
近
３
カ
月
間
の
平
均
売
上
総
利
益
率

ま
た
は
平
均
営
業
利
益
率
が
、
前
年
同

期
と
比
べ
３
％
以
上
減
少
（
算
出
が
困
難

な
場
合
は
、
直
近
期
と
そ
の
前
期
の
決

算
書
に
お
け
る
同
利
益
率
に
置
き
換
え

可
能
）

※
特
定
不
況
業
種
の
対
象
と
な
る
業
種
や
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
商
業
振
興
金
融

課
ま
た
は
市
観
光
商
工
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

県
商
業
振
興
金
融
課
　
金
融
担
当

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
５
３
８

市
産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課

商
工
労
働
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
山
梨
県
に
お
け
る
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
、
次
の
通
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業

　
１
時
間
７
７
０
円
　
↓
　
７
７
９
円

　（
平
成
20
年
12
月
26
日
か
ら
適
用
）

○
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業

　
１
時
間
７
７
８
円
　
↓
　
７
８
８
円

　（
平
成
20
年
12
月
25
日
か
ら
適
用
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
　
賃
金
室

　
☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
４

　　
笛
吹
市
危
険
物
安
全
協
会
と
山
梨
県
石

油
商
業
協
同
組
合
笛
吹
支
部
で
は
、
献
血

を
行
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
９
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
笛
吹
市
消
防
本
部

　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
甲
府
河
川

国
道
事
務
所
で
は
、
笛
吹
市
に
所
在
す
る
次

の
物
件
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し

ま
す
。

春
日
居
町
小
松
字
道
徳
７
７
６
番
３
外

１
筆
　
宅
地
　
非
線
引
都
市
計
画
区
域

７
６
６
・
52
㎡

　
入
札
日
は
２
月
上
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

国
土
交
通
省�

関
東
地
方
整
備
局�

甲
府
河

川
国
道
事
務
所�

経
理
課（
担
当
　
田
中
）

☎
０
５
５（
２
５
２
）５
４
９
４

■問合せ先　市民環境部　戸籍住民課　住民記録担当　☎０５５(２６２)４１１１

11
月
6
日

8
月
6
日

7
月
24
日

5
月
14
日

2
月
7
日

1
月
17
日

12
月
19
日

12
月
12
日

12
月
11
日

株
式
会
社
山
梨
日
日
新
聞
社

代
表
取
締
役
副
会
長

野
口
明
美
子

社
団
法
人
中
央
調
査
社

会
長
　
中
田
正
博

財
団
法
人
山
梨
総
合
研
究
所

理
事
長
　
渡
辺
利
夫

社
団
法
人
中
央
調
査
社

会
長
　
若
林
清
造

社
団
法
人
新
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次

株
式
会
社
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ

代
表
取
締
役
　
木
村
武
彦

社
団
法
人
新
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次

社
団
法
人
中
央
調
査
社

会
長
　
若
林
清
造

株
式
会
社
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長
　

鈴
木
稲
博

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
開
始
な
ど
多

メ
デ
ィ
ア
化
が
進
展
の
今
、
県
民
が
求
め
る
メ
デ
ィ
ア
を
さ
ぐ
る
た

め
の
県
民
意
識
調
査
の
対
象
者
抽
出（
新
聞
で
公
表
予
定
）

山
梨
県
が
実
施
す
る
「
県
民
意
識
調
査
」
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
標

本
の
抽
出

「
生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
実
施
の
た
め
の
対
象
者
抽
出

２
０
０
８
年
全
国
た
ば
こ
喫
煙
者
率
調
査

「
生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」の
対
象
者
名
簿
作
成

「
余
暇
活
動
と
メ
デ
ィ
ア
調
査
」実
施
の
た
め
の
対
象
者
抽
出

「
生
活
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
対
象
者
抽
出

「
食
育
に
関
す
る
意
識
調
査
」の
調
査
対
象
者
名
簿
作
成

「
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
調
査
」実
施
の
た
め
の
対
象
者
抽
出

笛
吹
市
全
域

笛
吹
市
内
全
域

20
歳
以
上

御
坂
町
金
川
原
１
４
４
９
〜

平
成
20
年
２
月
１
日
現
在

で
20
歳
以
上
の
男
女

石
和
町
下
平
井
、
上
平
井
の

一
部
　
昭
和
63
年
４
月
末

ま
で
生
ま
れ
の
男
女

一
宮
町
末
木
の
一
部

平
成
４
年
12
月
ま
で
に
生

ま
れ
た
16
歳
以
上
の
男
女

春
日
居
町
別
田

20
〜
90
歳
成
人
男
女

境
川
町
小
黒
坂
１
０
５
〜

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在

で
20
歳
以
上
の
男
女

一
宮
町
土
塚
、
一
宮
町
神
沢
、

一
宮
町
塩
田
の
一
部
　
昭
和

62
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
女

御
坂
町
上
黒
駒
、
御
坂
町

藤
野
木
　
満
20
歳
以
上
の

男
女

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究

所
　
世
論
調
査
部
長

橋
本
憲
和

【
委
託
者
】山
梨
県
知
事

【
委
託
者
】
内
閣
府
大
臣

官
房
政
府
広
報
室
長

　
井
康
行

【
委
託
者
】
内
閣
府
政
策
統

括
官（
共
生
社
会
政
策
担
当
）

付
　
参
事
官（
食
育
担
当
）

深
井
　
宏

【
委
託
者
】
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
　
た
ば
こ
事

業
本
部
情
報
担
当
部
長

仲
井
賢
治

【
委
託
者
】
学
校
法
人
帝

塚
山
学
園
・
帝
塚
山
大

学学
長
　
松
岡
　
博

【
委
託
者
】
N
H
K
放
送

文
化
研
究
所
　

世
論
調
査
部
長

橋
本
憲
和

【
委
託
者
】日
本
銀
行

情
報
サ
ー
ビ
ス
局

局
長
　
恵
谷
英
雄

住民基本台帳法の規定に基づき、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します。



　
こ
の
た
び
国
会
与
党
で
決
定
さ
れ
た
「
定

額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
市
民
の
皆

さ
ん
に
連
絡
や
給
付
を
行
う
段
階
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
給
付
を
装
っ
た
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
市
が
A
T
M
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か
ら

お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶

対
に
で
き
ま
せ
ん
。

○「
定
額
給
付
金
」
給
付
の
た
め
に
、
市
が
、

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
法
案
が
国
会
を
通
過
し
な
い
段
階
で
、
市

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀

行
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
の
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵

便
物
が
届
い
た
り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
す

ぐ
に
市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　警察では、各種事件・事故などの緊急事案の早期解決を目的として、「緊急時�あなたを守る�１１０番」を合い
言葉に、県民の皆さんに広く１１０番通報のご協力をお願いしています。
　１１０番通報は、携帯電話、一般加入電話などから「１１０」とダイヤルすると、県内どこからでも警察本部
の通信指令室につながります。
　通信指令室では、担当の警察官が「いつ」、「どこで」、「何が」、「犯人は」、「負傷者は」、「あなたの住所、氏名」
などをおたずねしますので、落ち着いてお話しください。
　なお、いまだに多くのイタズラ、間違い電話が見受けられます。イタズラ電話は、緊急の事件・事故などの通
報に大きな支障をきたしますので絶対にやめましょう。
　また、相談事などは、笛吹警察署または最寄りの駐在所、警察本部総合相談室「♯９１１０」におかけください。
■問合せ先
　山梨県警察本部�地域課　�☎０５５（２３５）２１２１　　笛吹警察署�地域課　�☎０５５（２６２）０１１０

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

一宮西小学校　暖房用ストーブ購入� 一宮西小学校� 880,000� 728,000� 井出電気（株）� 平成20年10月30日

市道一宮３－６３号線道路改良工事� 一宮町末木� 6,300,000� 6,110,000� （株）佐野緑化土木� 〃

県道改良関連配水管布設替工事第20-9-1工区（八代）� 八代町北� 14,000,000� 13,300,000� （有）石倉興業� 平成20年10月30日※

下水道管路清掃業務委託(石-8処理分区)� 石和町� 1,940,000� 1,780,000�㈱天一サービス石和営業所�平成20年11月6日

下水道管路清掃事業委託(春-3処理分区)� 春日居町� 4,600,000� 4,230,000� （株）山梨環境サービス� 〃

市道御坂７２４号線側溝改修工事� 御坂町二之宮� 9,110,000� 8,800,000� （有）天野組� 〃

県農道関連大野寺地内給配水管本設工事� 御坂町大野寺� 11,000,000� 10,500,000� （有）ツチヤ設備� 平成20年11月6日※

下水道関連下井之上地内配水管仮設・本設工事� 御坂町下井之上� 16,000,000� 15,520,000� （株）佐野緑化土木� 〃

窪中島地内配水管布設替工事（１，２工区）� 石和町窪中島� 16,500,000� 15,770,000� （有）浅川住宅設備� 〃

みさかの湯濾過装置濾材取替工事� 御坂町成田� 2,400,000� 1,650,000� 大栄設備（株）� 平成20年11月13日

下水道管渠布設工事第１９工区（御坂）� 御坂町二之宮� 1,770,000� 1,700,000� （株）中村工務店� 〃

八代町増利地区耐震性貯水槽設置工事� 八代町増利� 5,170,000� 5,100,000� （株）中村工務店� 〃

川中島地内水管橋設置工事� 石和町川中島� 5,450,000� 5,200,000� （有）佐野工業所� 平成20年11月13日※

マンホールポンプ場自動通報装置設置工事� 石和町・一宮町・御坂町・春日居町�2,800,000� 2,100,000�� 平成20年11月20日

市道春日居3-174号線道路改良工事� 春日居町寺本� 11,600,000� 10,150,000� （株）小越建設� 〃

県道改良関連配水管布設替工事第20-9-2工区（八代）� 八代町� 9,300,000� 8,850,000� （有）松山興業� 平成20年11月20日※

石和町四日市場地内舗装工事� 石和町四日市場� 4,500,000� 4,340,000� （有）宮脇工業� 平成20年11月27日

河内地内舗装本復旧工事� 石和町河内� 6,780,000� 6,550,000� （株）日昇建設� 〃

水路改修工事� 八代町米倉� 1,800,000� 1,750,000� （株）中村工務店� 〃

一宮町流量計設置工事（南野呂）� 一宮町南野呂� 7,000,000� 6,680,000� （有）椚設備� 平成20年11月27日※

舗装本復旧工事第3工区（八代）� 八代町岡� 18,000,000� 17,000,000� 中央舗道建設（有）� 〃

舗装本復旧工事第5工区（八代）� 八代町高家� 18,300,000� 17,400,000�� 〃
（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

ＮＥＣネッツエスアイ
㈱甲府営業所

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
始
め
ら
れ

る
地
球
に
優
し
い
活
動
で
す
。

　
地
球
に
優
し
い
買
い
物
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
16
日（
金
）
午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所
　
オ
ギ
ノ
山
梨
店
・
オ
ギ
ノ
春
日
居
店
・
オ
ギ
ノ
甲
州
店
・

い
ち
や
ま
マ
ー
ト
山
梨
店
・
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
塩
山
店
・
日
向
山

梨
店
・
日
向
春
日
居
店
・
日
向
三
日
市
場
店

■
主
催
　
東
山
梨
地
域
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
・
山
梨
県
・

山
梨
市
・
笛
吹
市
・
甲
州
市

■
問
合
せ
先
　
東
山
梨
地
域
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
事
務
局

　（
県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
環
境
課
内
）

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）
２
７
３
９

　
10
月
21
日
、
笛

吹
市
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
で
は
、

市
で
ご
み
収
集
運

搬
を
委
託
し
て
い

る
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
笛
吹
協
業
組
合

の
収
集
車
に
乗
り
、

市
内
の
ご
み
集
積

場
所
を
回
り
ま
し
た
。

　
可
燃
ご
み
の
中
に
、

多
く
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
な
ど
が

分
別
さ
れ
ず
に
混

入
し
て
い
ま
し
た
。
燃
や
し
て
し
ま
え
ば
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ

ま
せ
ん
。
分
別
し
、
ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
猫
を
自
由
に
繁
殖
さ
せ
て
い
る
と
、
１
年
後

は
10
匹
、
２
年
後
は
50
匹
、
３
年
後
に
は
２
１

８
匹
に
増
え
ま
す
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、

不
妊
去
勢
手
術
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〜
峡
東
保
健
所
・
峡
東
地
区
動
物
愛
護
推
進
員
〜

可燃ごみの中にたくさん混入していたその他プラス
チックやミックスペーパー

　
野
焼
き
（
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
や

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
む
な
ど
の
簡
易
的
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
等
）

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
生
活
環
境
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
農
家
で
伐
採
し
た

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
枝
や
ど
ん
ど
焼
き
、
小
規
模
な
落
ち
葉
の
た
き

火
な
ど
の
例
外
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
近
隣
の
住

宅
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
考
慮
し
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
絶
対
に
焼
却
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。



紅葉した山のふもとで開かれた収穫祭

　
11
月
15
日
、
芦
川
町
で
第
１
回
す
ず
ら
ん

の
里
あ
し
が
わ
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
芦
川
地
域
協
議
会
が
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
山
漁
村

地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
し

て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
大
根
や
白
菜
な
ど
の
農
産
物

の
販
売
、
こ
ん
に
ゃ
く
お
で
ん
、
と
ん
汁
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約
１
０
０
０

人
が
来
場
し
、
自
然
の
恵
み
を
味
わ
い
な
が

ら
芦
川
町
の
秋
を
満
喫
。
来
場
者
は
、
「
ま

た
次
回
の
収
穫
祭
に
も
来
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　　
11
月
16
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
笛
吹

ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
「
♪
ド
リ
メ
ロ
☆
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
♪
」
メ
ン
バ
ー
が
、
童
謡
や
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
子
ど
も
た
ち
に
お
な
じ
み
の
「
崖
の

上
の
ポ
ニ
ョ
」
な
ど
20
曲
を
、
バ
ン
ド
演
奏

と
歌
で
披
露
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、
み
ん
な
で
合
唱
し
た

り
、
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
と
、

一
緒
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

演奏と歌で楽しませた「♪ドリメロ☆ファン

タジア♪」

「楽しいね」友だちと一緒にパン作り

　
11
月
20
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
で
春
日
居
地
区
子
ど
も
講
座
「
お

や
つ
パ
ン
作
り
教
室
」
が
開
か
れ
、
春
日
居

小
学
校
児
童
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
パ
ン
を
手

作
り
す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
市

生
涯
学
習
課
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
あ
ん
パ
ン
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
パ
ン
・
ピ
ザ
パ
ン
な
ど
。
子
ど
も
た

ち
は
、
パ
ン
生
地
を
こ
ね
た
り
、
ご
ま
を
ふ

っ
た
り
、
友
だ
ち
と
協
力
し
な
が
ら
パ
ン
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
パ
ン
が
こ
ん
が
り
焼
き
上
が
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
手
作

り
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
11
月
20
日
、
一
宮
浅
間
神
社
で
ワ
イ
ン
コ

ル
ク
感
謝
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
笛
吹
市
ワ
イ
ン
会
（
向
山
洋
仁

会
長
）
が
開
催
し
た
も
の
で
、
ワ
イ
ン
を
守

っ
て
く
れ
た
コ
ル
ク
を
ね
ぎ
ら
い
、
お
た
き

上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
費
者
が
願
い
を
書
い
た
コ
ル
ク
な
ど
約

３
５
０
０
個
が
集
ま
り
、
境
内
に
植
え
ら
れ

て
い
る
コ
ル
ク
の
木
の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

枝
と
共
に
く
べ
ら
れ
ま
し
た
。
焼
か
れ
た
コ

ル
ク
の
灰
は
畑
に
ま
か
れ
、
次
の
コ
ル
ク
を

育
て
る
土
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
向
山
会
長
は
、
「
ワ
イ
ン
産
業
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
で
農
業
振
興
に
つ
な
げ
た
い
」

と
感
謝
祭
に
込
め
る
思
い
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

関係者によるおたき上げ

　
年
の
初
め
は
釈
迦
堂
で
！�

縄
文
パ
ワ
ー

で
、
活
気
あ
る
一
年
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
２
日
か
ら
４
日
は
特
別
開
館
し
ま
す
。

○
１
月
の
休
館
日

　
１
日
・
５
日
〜
７
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

　
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
道
祖
神
と
そ
の
祭

り
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

■
日
程
　
１
月
２
日（
金
）〜
２
月
15
日（
日
）

　
笛
吹
市
・
甲
州
市
内
で
行
わ
れ
る
道
祖

神
祭
の
華
や
か
な
飾
り
の
様
子
を
見
に
行

き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
１
月
14
日（
水
）午
後
２
時
集
合

■
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
（
目

的
地
ま
で
博
物
館
の
車
で
移
動
し
ま
す
）

■
定
員
　
10
人

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
当
博
物
館
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
「
釈
迦
堂
大
好
き
！�

土
偶
や
土
器
の
大

フ
ァ
ン
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会

い
た
だ
き
、
当
博
物
館
を
お
気
に
入
り
の

場
所
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
会
員
特
典

○
会
員
証
提
示
で
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

何
度
で
も
入
館
可
能
で
す
。

○
当
館
の
四
季
折
々
の
魅
力
や
展
示
・
イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
コ
ン
サ
ー
ト
・
星
を
見
る
会
・
講
座
な

ど
の
先
行
申
込
が
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
限

　
１
年（
入
会
し
た
年
度
末（
３
月
末
）ま
で
）

※
平
成
20
年
度
中
に
入
会
し
た
方
の
会
員

期
限
は
、
平
成
平
成
21
年
度
末

年
度
末
ま
で
で
す
。

■
会
費
　
１
０
０
０
円（
一
年
度
）

■
入
会
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
お
持
ち
の
方
）
な
ど
を
記
入
し
て
、

当
館
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
通
常
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の

翌
日（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー

ト
）
を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も

無
料
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　10月30日から11月27日まで、日本３B体操協会�公

認指導士�飯島貴子先生の指導の下、5回にわたり３B

体操教室を開催しました。

　受講生は、３種類（ボール・ベル・ベルダー）の

用具を使いながら、音楽に合わせて普段使わない筋

肉をゆっくり動かすことで、楽しく筋力、持久力ア

ップを図りました。体は温まり、気分はスッキリと、

皆さん心身共にリラックスできた様子でした。

　笑い声が響く和やかな雰囲気の中、先生の「競う

のではなく無理せず自分のペースで」の掛け声に、

私たちコーディネーターは、生涯学習の在り方を再確認した思いがしました。

―�平和をテーマにした講演会を開催します�―

　「平和」をテーマにした市教育委員会特別講座（講演会）を、２月20日スコレーセンター集会室

で開催（午後７時開場・午後７時30分開演）します。講師として山梨学院大学教授の宮塚利雄氏

をお招きし、平和な今だからこそ「平和」について学び、市民の皆さんと共に考えてみたいと思

います。

　生涯学習の扉をあなたの手で開けてみませんか。皆さんの来場をお待ちしています。

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎０５５（２６１）３３３９
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ブラック・ボトム・ブラス・バンドの迫力ある演奏

　
11
月
15
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ブ
ラ

ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
の
ラ
イ

ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
バ
ン
ド
は
主
に

金
管
楽
器
と
打
楽
器
で
構
成
さ
れ
る
関
西
出

身
の
バ
ン
ド
で
す
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
繰
り
広
げ
る

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
と
楽
し
い
ト
ー
ク
で
、

観
客
は
ス
テ
ー
ジ
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
13
日
、
14
日
に
は
、
石
和
北

小
学
校
、
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
御
坂

東
小
学
校
、
石
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
を
メ
ン

バ
ー
が
訪
問
。
演
奏
を
指
導
し
た
り
、
給
食

を
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
は
子
ど

も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

音楽部門発表会での合唱

　
11
月
15
日
、
16
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

を
会
場
に
、
笛
吹
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
文
化
協
会
の
主
催
で
、

第
８
回
や
ま
な
し
県
民
文
化
祭
地
域
別
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。
　
会
場
で
は
、
笛
吹
市
各
文
化
協
会
員
の
力

作
の
展
示
や
成
熟
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
な

ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
宮
町
文
化
協
会
水
石
部
に
よ
り
、

富
士
山
を
思
わ
せ
る
自
然
石
「
富
士
山
石
」

を
展
示
し
た
県
下
初
の
「
富
士
山
展
」
が
開

催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
そ
の
風
情
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

荻野市長に果物を手渡す園児

　
11
月
11
日
、
石
和
英
和
幼
稚
園
の
園
児
が
、

秋
の
果
物
な
ど
を
持
っ
て
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
感
謝
祭
に
ち
な

み
、
園
児
た
ち
が
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

た
め
に
市
役
所
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
「
山
の
感
謝
祭
」
の
歌
を

元
気
に
歌
い
、
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
添
え
た
リ
ン
ゴ
や
柿
を
、
「
い
つ
も
お
仕

事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
職
員

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
、
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

と
み
さ
か
キ
ッ
ズ
広
場
を
会
場
に
、
御
坂

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
発
展
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ま
た
、
世
代
を
超
え
た
交

流
と
チ
ー
ム
同
士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
晴
天
の
下
、
参
加
し
た
チ
ー
ム
の
選
手
た

ち
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

元気にボールを追う子どもたち

　
市
内
唯
一
の
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
で
あ
る

八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
が
、
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
15
日
、
部
員
の
児
童
た
ち
は
、
ス
コ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
で
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
共
演
し
、
「
ア
フ
リ

カ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
な
ど
の
演
奏
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
バ
ン
ド
は
、
11
月
９
日
に
県
民

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
山
梨
県
小
学
校

管
楽
器
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
バ
ン
ド
を
指
導
す
る
岡
先
生
は
、
「
音
楽

を
み
ん
な
で
つ
く
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

優勝を勝ち取った石和サッカースポーツ少年団

川の中には腰の高さほどのアシが

　
11
月
９
日
、
10
日
、
八
代
町
を
流
れ
る
四

ッ
沢
川
の
ア
シ
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会
の

環
境
整
備
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
も

の
で
す
。

　
同
会
は
、
四
ッ
沢
川
を
蛍
が
舞
う
川
に
し

よ
う
と
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
作
業

も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
に
は
、
地
元
住
民
や
石
和
温
泉

旅
館
協
同
組
合
な
ど
、
２
日
間
で
延
べ
70
人

が
参
加
。

　
参
加
者
は
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
２
日

間
か
け
て
、
川
の
中
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
区

間
の
ア
シ
を
手
作
業
で
刈
り
取
り
ま
し
た
。

プロミュージシャンと共演する金管バンド

連携プレーで「あかふじ」へ給水

　
11
月
13
日
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
で
市
消

防
本
部
・
消
防
団
と
県
消
防
防
災
航
空
隊
に

よ
る
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
林
火
災
な
ど
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
消
防
本
部
・
消
防
団
と
同

航
空
隊
が
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
約
70
人
の
消
防
職
員
・

団
員
は
、
地
上
で
の
消
火
訓
練
を
行
っ
た
後
、

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
あ
か
ふ
じ
」
に

よ
る
空
か
ら
の
消
火
活
動
の
連
携
訓
練
を
真

剣
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
26
日
、
第
36
回
山
梨
県
秋
季
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
（
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）

決
勝
戦
が
、
昭
和
町
押
原
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
試
合
に
お
い
て
、
石
和
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
１
対
０
で
U
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
甲
府
市
）
を
下
し
、
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
の
県
大
会
優
勝
は
、
春
季
大

会
に
続
い
て
の
連
覇
で
、
秋
季
大
会
と
し

て
は
10
年
ぶ
り
２
回
目
（
通
算
４
回
目
）

で
す
。
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博物館組合の山田教育長から花束を受け取る丸山さん

　
11
月
３
日
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
の
開

館
20
周
年
を
記
念
し
て
募
集
し
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
最
優
秀
賞
作
品
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
43
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
の
は
、
丸
山
淳
子
さ
ん
（
甲
府
市
）
の

作
品
「
縄
文
の
美
、
縄
文
の
力�

―�

釈
迦
堂

遺
跡
博
物
館
」
で
す
。
丸
山
さ
ん
に
は
、

表
彰
状
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
な
ど
の
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
博
物
館
の
企
画
展
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
何
度
も
訪
れ
て
い
る
と
い
う
丸
山

さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
歴
史
や
身
近
な
伝

統
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

ボランティア活動を発表する小学生

　
11
月
16
日
、
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を

会
場
に
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
た
ち
の
情
報
交
換
や
、
多
く
の
人
に

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

発
表
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
模
擬
店
の
テ
ン
ト
な
ど

が
軒
を
連
ね
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
あ
い
あ

い
は
、
昭
和
62
年
か
ら
21
年
以
上
も
朗
読

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
老
人
施

設
で
の
朗
読
や
幼
児
を
対
象
と
し
た
読
み

聞
か
せ
、
ま
た
、
視
覚
障
害
者
へ
の
音
訳

や
対
面
朗
読
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
同
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
れ
ら

の
活
動
が
福
祉
の
充
実
に
貢
献
し
た
と
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
「
広
報
ふ
え
ふ
き
」
も
、
あ
い
あ

い
の
皆
さ
ん
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
っ
て
音
訳
さ
れ
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
方
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

表彰された「あいあい」の皆さん

最優秀賞2作品はポスターに

一斉にスタートする選手たち

１位　一宮町　（2時間14分19秒）
２位　石和町　（2時間15分13秒）
３位　春日居町（2時間18分23秒）
４位　八代町　（2時間23分11秒）
５位　境川町　（2時間24分13秒）
６位　御坂町　（2時間25分12秒）

８区区間新記録（敬称略）
雨宮昭平　（17分54秒）
松木裕介　（17分55秒）
※昨年度までの８区記録
　18分24秒

修復が完成した覆屋

　
11
月
４
日
、
市
消
防
本
部
で
防
火
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
全

国
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

市
内
の
小
学
校
児
童
か
ら
作
品
を
募
集
。
児
童
た
ち
は
、
標

語
「
火
の
し
ま
つ�

君
が
し
な
く
て�

誰
が
す
る
」
を
入
れ
た

防
火
ポ
ス
タ
ー
や
思
い
描
い
た
防
火
図
画
を
、
画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
描
き
ま
し
た
。

　
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
図
画
の
部
に
併
せ
て
３
６
１
点
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
25
人
、
防

火
図
画
の
部
に
８
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
最
優
秀
賞
　
　
富
島
　
瞳
（
一
宮
西
小
５
年
）

　
消
防
長
賞
　
　
城
　
眞
理
（
春
日
居
小
４
年
）

防
火
図
画
の
部

　
最
優
秀
賞
　
　
雨
宮
　
圭
（
八
代
小
１
年
）

　
消
防
署
長
賞
　
金
子
佳
樹
（
一
宮
北
小
４
年
）

　
11
月
16
日
、
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
地
区
の
代
表
選
手
は
市
役
所
本
庁
前
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
一
宮

町
で
、
大
会
３
連
覇
を
達
成
、
旧

一
宮
町
時
代
か
ら
は
通
算
で
５
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
八
代
町
北
区
で
は
、
市
の
文
化
財
で
あ
る
「
能
成
寺
（
の

う
じ
ょ
う
じ
）
跡
五
輪
塔
群
」
の
覆
屋
（
お
お
い
や
）
を
修

復
し
ま
し
た
。
覆
屋
と
は
、
収
蔵
庫
の
こ
と
で
す
。

　
能
成
寺
は
南
北
朝
時
代
に
造
ら
れ
た
お
寺
で
、
武
田
氏
の

菩
提
寺
（
ぼ
だ
い
じ
）
の
一
つ
で
す
。
始
め
は
八
代
町
北
地

区
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
武
田
信
玄
の
時
代
に
甲
府
に
移

転
さ
れ
、
甲
府
五
山
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
能
成

寺
は
甲
府
市
東
光
寺
町
に
あ
り
ま
す
。

　
寺
が
移
転
し
た
跡
に
は
、
多
く
の
五
輪
塔
・
宝
篋
印
（
ほ
う

き
ょ
う
い
ん
）
塔
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
五
輪
塔
・
宝
篋
印
塔
は

い
ず
れ
も
墓
石
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
貞
和
（
じ
ょ
う
わ
）
な
ど

の
南
北
朝
時
代
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
当

時
の
武
田
氏
の
関
係
者
の
墓
石
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
代
町
北
区
で
は
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）
に
こ
の

五
輪
塔
群
を

保
存
す
る
た

め
に
覆
屋
を

建
て
、
今
回

の
工
事
で
は
、

老
朽
化
し
た

覆
屋
の
修
復

を
行
い
ま
し

た
。
11
月
11

日
に
は
、
完

成
披
露
式
典

が
行
わ
れ
、

か
つ
て
の
埋

葬
者
の
供
養

が
営
ま
れ
ま

し
た
。

大会結果

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
で
笛
吹
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
３
日
間
の
音
楽
祭
が
開
幕
。

期
間
中
に
は
、
琴
演
奏
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
や
和
太
鼓
演
奏
、
油
彩
展
示
や

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
制
作
展
示
な
ど
も
開
か
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
が
共
に
演

奏
す
る
そ
の
日
だ
け
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
演
奏
終
了
時
に
は

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
。
来
場

者
は
、
一
期
一
会
の
音
楽
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。



●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
１
月
15
日（
木
）�

午
前
11
時
か
ら
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
１
月
８
日（
木
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

　
１
月
10
日（
土
）・
17
日（
土
）・
31
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
初
釜

　
１
月
６
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
１
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
１
月
10
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
大
人

の
た
め
の
い
や
し
の
時
間
）

　
１
月
16
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
１
月
14
日（
水
）

　【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分
　

　
　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

　【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
１
月
10
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

　
１
月
11
日（
日
）・
25
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

　
〜
お
母
さ
ん
に
な
る
あ
な
た
へ
〜

　
１
月
16
日（
金
）・
23
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
１
月
18
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
新
春
ふ
れ
あ
い
一
宮
フ
ェ
ア

　
１
月
６
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

●
人
間
す
ご
ろ
く
＆
ジ
ャ
ン
ボ
図
書
か
る
た

　
１
月
７
日（
水
）午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
１
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

１
月
７
日
（
水
）・
14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）・

28
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

１
月
10
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼
児
向
け
）

　
１
月
20
日（
火
）�

・
27
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
１
月
10
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
１
月
17
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
１
月
24
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館(

担
当�

石
倉)

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
13
日（
火
）�

・
19
日（
月
）・
22
日（
木
）〜
29
日（
木
）

【
蔵
書
点
検
】�

�

○
御
坂
図
書
館

１
日（
木
）〜
４
日（
日
）・
７
日（
水
）・

14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）・
28
日
（
水
）�

・
30
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
12
日（
月
）�

・
19
日（
月
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
12
日（
月
）�

・
19
日（
月
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）�

○
境
川
図
書
室

１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
11
日（
日
）・

12
日（
月
）・
18
日（
日
）・
25
日（
日
）�

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
13
日（
火
）・

19
日（
月
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）�

　1月5日から御坂図書館が、6日から石和・一宮・八代・境川・春日居ふるさ
と図書館が開館します。
　図書館では、新春のお慶びとともに楽しい企画を用意して皆さんのご来館
をお待ちしています。どうぞ、ご家族おそろいでお出かけください。

　職員が着物姿で皆さんをお迎えして、来館さ

れた方に抹茶と和菓子のサービスをします。

　琴の生演奏もありますので、ぜひご来館くだ

さい。

■日　時　1月6日（火）午前10時から

　　　　　（お菓子がなくなるまで）

■場　所　石和図書館　入口

　いつものハーブティを抹茶に変えて、職員が

着物姿でおもてなしします。

■日時　1月16日（金）

　　　　午後10時30分から

■場所　御坂図書館

■日時　1月6日（火）午前10時～午後4時
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　　　多目的ホール
■内容
　○おしるこサービス（先着100人）（午前10時から）
　○太鼓生演奏（午前10時30分から）
　○映画上映会
「綾小路きみまろ�爆笑！」・「スーパー大爆笑
コメディスポット」（午前11時から）
「ハリーポッターと秘密の部屋」（午後2時から）

抹茶や琴演奏でお正月のひとときを

（共催：いちのみや桃の里ふれあい文化館）

（すべて参加無料です）

昨年の人間すごろく大会

　人間がコマになって、大きなすごろくの上を

進みます。手作りジャンボ図書カルタをたくさ

ん拾おう。

■日時　1月7日（水）午後2時から

■場所　一宮図書館前庭



旗揚げ公演「ピアニャン」

　市民劇団は、一昨年旗揚げ公演「ピアニャン」を、昨年は「ひみつの実」を上演し、皆さんからご
好評をいただきました。
　今年は、劇団員50人で、春から練習を重ねてきたミュージカル「ドリーム・ドリーム・ドリーム」
を上演します。皆さん、ぜひ見に来てください。
■日時　１月24日（土）　開場　午後２時30分　開演　午後３時
　　　　　　25日（日）　開場　午後１時30分　開演　午後２時
■場所　スコレーセンター集会室
■料金　一般　500円　　中学生以下　無料　　※整理券配布はありません。
■問合せ先　スコレーセンター　☎05 5（2 6 3）7 9 5 9

▼明けましておめでとうございます。今月号
の取材で、子どもたちのパン作り教室におじゃ
ましました。焼き上がりを待つ子どもたちは、
オーブンの中をのぞいたり、そわそわしたり
と待ちきれない様子でした。そのうちに部屋
中は香ばしい香りでいっぱいに。待ち遠しい
時間もおいしそうな香りも手作りの良さの一
つですね。手作りといえば、おせち料理を手

作りされるご家庭もあると思います。おせち
料理のいわれについて調べると、保存がきく
作り置き料理を用意して、「神様をお迎えし
た新年に台所を騒がせない」ようにする目的
もあるそうです。ですので、おせち料理は手
作りだけでなく、購入したものでもかまわな
いようです。ともあれ、手作りの味は大切に
したいものですね。（H）
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